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Ｑ　　信用担当理事に就任され４ヶ月が経ちましたが今のお気持ちをお聞かせください。
Ａ　　当初は自分に務まるか不安でしたが、任された以上、精一杯頑張り、今抱えている農業や地

域の問題、課題を皆さんの協力を頂き、ひとつひとつ解決しながら農協事業や地域の発展に少
しでも貢献出来ればと思っています。

Ｑ　　高橋理事がいまお勧めする金融・共済商品を紹介していただけますか？
Ａ　　いま、現状では金利情勢が低金利で推移しており、ローン商品をお勧めします。マイカーや

住宅はもちろんのこと、農機具等のフルスペックローンも低金利となっておりますので皆様、
是非ご相談下さい。

Ｑ　　前回の木村常務のインタビューでは「地域住民の方にJAが行っている事業に対して理解を
深めてもらう必要がある」とのお話でしたが、現在行っている年金友の会の活動や加入方法に
ついて教えてください。

Ａ　　加入についてはＪＡで年金をお受け取りになっているお客様は会員となって頂いておりま
す。活動についてはパークゴルフ大会や温泉旅行、温泉湯治など毎年行っています。今後も会
員の皆様から色々な意見をいただき、皆様に喜ばれ、楽しい年金友の会を運営して行きたいと
考えております。

Ｑ　　高橋理事のご両親も農家とのことですが、農業後継者に期待することは何ですか？
Ａ　　近年、天候不順な状態が続き、作物の肥培管理には大変苦労されていることと思います。以前、

ある組合員さんから「農家は毎年１年生だよ」と言われたことがありました。毎年、気候が違
う中での肥培管理は経験も必要だが、毎年学ぶことが常にあると言う事で、自分も含め、後継
者の皆様も初心を忘れず、日々学んでいただければと思います。

Ｑ　　あなたのプライベートで、いま一番楽しみにしていることを一つ教えてください。
Ａ　　毎年、家族等で行く登山です。今年は日高のアポイ岳に行ってきました。

　「○○の挑戦〜」として農業者・役職員などを紹介、次回は、武田明彦理事を予定しています。
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特　集
～農協の挑戦～

信用担当理事

髙　橋　勝　彦

昭和４４年　上川郡上川町で出生
昭和６３年　旭川実業高校卒業
昭和６３年～平成２年
　静岡県御殿場市で製薬メーカーの研究所
で電気等の施設のメンテナンス業務を行って
いた。
平成３年～平成１１年
　層雲峡ロープウェイに勤務。ロープウェイ、リ
フトなどの保守管理等を行っていた。
平成１２年２月１４日　ＪＡ上川町に入組
～平成１９年３月　営農販売課で主に米穀の
担当として汗を流していた。
～平成３０年３月　金融部署で貯金、融資、共
済など担当
平成３０年４月～　金融部長兼信用担当理事

趣味
　家族でアウトドア（登山、キャンプなど）
　バイク（家族と出掛けることが増えて乗る機
会が少ないが）

昭和４４年１２月２９日（満４９歳）



夏休みもあって、子供達の沢山の笑顔…

コープさっぽろ産直交流会
　

コ
ー
プ
さ
っ
ぽ
ろ
の
組
合
員
の
方
々
と
の

産
直
交
流
会
が
、
旭
川
・
北
見
地
区
か
ら
バ

ス
３
台
で
ご
夫
婦
・
ご
家
族
な
ど
95
名
の
参

加
を
頂
き
開
催
し
ま
し
た
。

　

当
日
は
午
前
中
に
、
グ
リ
ー
ン
サ
ポ
ー
ト

（
旭
ヶ
丘
地
区
）
で
大
雪
高
原
牛
の
餌
や
り

体
験
・
と
う
も
ろ
こ
し
収
獲
体
験
・
馬
鈴
薯

収
穫
体
験
を
行
い
、
午
後
か
ら
は
上
川
町
の

キ
ャ
ン
プ
場
で
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
を
楽
し
み
、

な
め
こ
の
収
獲
体
験
を
行
い
ま
し
た
。

　

夏
休
み
期
間
も
あ
っ
て
、
子
供
達
の
沢
山

の
笑
顔
を
見
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

8/18
愛別・上川地区

農福連携にも広げていくことができれば…

愛別町6次産業化プロジェクトが始動
　
「
愛
別
町
地
域
特
産
物
振
興
事
業
講
演

会
」
が
総
合
セ
ン
タ
ー
で
開
催
さ
れ
約
50

名
の
町
民
が
参
加
し
ま
し
た
。　

　

愛
別
町
は
、
本
年
度
か
ら
事
業
総
額
約

２
２
０
０
万
円
（
３
年
間
）
の
計
画
で
、

地
元
農
産
物
を
活
用
し
た
加
工
品
開
発
を

予
定
、
第
１
弾
は
栄
養
価
が
高
く
健
康
増

進
効
果
が
あ
る
と
さ
れ
る
西
洋
野
菜
ビ
ー

ツ
の
加
工
品
開
発
を
目
指
し
ま
す
。

　

町
内
で
は
愛
山
地
区
で
約
10
戸
が
４
年

前
に
「
愛
山
ビ
ー
ツ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
を

立
ち
上
げ
生
産
、
ふ
る
さ
と
納
税
の
返
礼

品
に
採
用
し
て
お
り
、
首
都
圏
を
中
心
に

申
込
が
多
い
こ
と
か
ら
第
１
弾
の
食
材
に

選
ば
れ
た
。

7/26
愛別地区

　

今
後
、
ビ
ー
ツ
以
外
に
も
愛
別
町
の
特

産
「
米
、
き
の
こ
」
の
加
工
品
の
開
発
に

つ
い
て
も
予
定
、
前
佛
町
長
は
「
付
加
価

値
の
高
い
加
工
品
を
開
発
し
て
い
き
、
将

来
的
に
は
雇
用
の
場
の
確
保
に
つ
な
げ

て
、
農
福
連
携
に
も
広
げ
て
い
く
こ
と
が

で
き
れ
ば
」
と
話
し
た
。

　

６
次
産
業
化
プ
ラ
ン
ナ
ー
の
井
上
嘉
文

氏
か
ら
も
「
最
初
に
取
り
組
む
ビ
ー
ツ
は

首
都
圏
で
の
需
要
も
高
い
作
物
で
Ｓ
Ｎ
Ｓ

な
ど
を
活
用
し
た
Ｐ
Ｒ
を
通
し
て
、
全
国

の
人
に
愛
別
町
を
知
っ
て
も
ら
う
き
っ
か

け
と
し
た
い
」
と
話
し
た
。
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Ｊ
Ａ
女
性
部
愛
別
支
部（
藤
村
仁

美
部
長
）の
一
日
視
察
研
修
が
行
わ

れ
ま
し
た
。

　

今
年
は
、増
毛
町
の
さ
く
ら
ん
ぼ

狩
り
を
楽
し
ん
だ
後
、同
町
内
を
散

策
し
増
毛
町
の
歴
史
あ
る
酒
蔵
や
記

念
館
等
を
視
察
、帰
路
の
途
中
で
秩

父
別
に
あ
る
ロ
ー
ズ
ガ
ー
デ
ン
ち
っ
ぷ

べ
つ
も
見
学
し
ま
し
た
。

　

旬
を
迎
え
た
甘
い
さ
く
ら
ん
ぼ
や

増
毛
町
の
新
鮮
な
海
産
物
に
舌
鼓
を

打
ち
つ
つ
、風
情
あ
る
街
並
み
や
花
々

の
香
り
に
、普
段
の
忙
し
さ
を
忘
れ

身
も
心
も
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
で
き
た
一日

と
な
り
ま
し
た
。

　

今
回
参
加
で
き
な
か
っ
た
会
員
の

方
も
、次
回
の
参
加
を
お
待
ち
し
て

い
ま
す
。

第34回国際農業機械展in帯広ほか…

米麦・愛農機連合同視察研修会を開催
　

愛
別
町
米
麦
生
産
振
興
協
議
会
（
鉛
口

裕
二
会
長
）
と
愛
別
町
農
業
用
機
械
利
用

組
合
連
合
会
（
林
信
幸
会
長
）
合
同
の
視

察
研
修
を
帯
広
方
面
で
行
い
ま
し
た
。

　

帯
広
で
7
月
12
日
～
16
日
の
5
日
間
開

催
さ
れ
た
第
34
回
国
際
農
業
機
械
展
で

は
、
最
新
鋭
の
農
機
具
や
大
型
機
械
、
ス

マ
ー
ト
農
業
に
対
応
し
た
機
器
な
ど
の
展

示
が
あ
り
、
当
町
が
抱
え
る
高
齢
化
や
労

働
力
不
足
と
併
せ
、
地
域
課
題
解
決
の
一

助
と
し
て
農
地
再
編
整
備
が
進
め
ら
れ
て

い
る
中
で
、
こ
の
よ
う
な
取
り
組
み
も
重

要
で
、
地
域
農
業
の
発
展
に
有
意
義
な
視

察
研
修
と
な
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
十
勝
農
試
で
は
、
麦
・
大
豆
な

ど
各
試
験
栽
培
の
取
組
の
紹
介
が
あ
り
、

大
豆
で
は
新
品
種
『
十
育
２
５
８
号
』
が

開
発
さ
れ
、
今
後
の
普
及
が
見
込
ま
れ
て

い
ま
す
。

7/16〜17
愛別地区

旬のさくらんぼ狩りにサロマ湖の夕日も…

JA女性部一日視察研修を開催
7/19

愛別支部

8/5　フレッシュミズ
　

Ｊ
Ａ
フ
レ
ッ
シ
ュ
ミ
ズ
の
視
察
研
修
が
部
員
６

名
子
供
２
名
の
参
加
で
行
な
わ
れ
ま
し
た
。

　

今
年
の
視
察
先
は
網
走・サ
ロ
マ
湖
方
面
、晴

天
に
恵
ま
れ
片
道
約
３
時
間
の
長
旅
で
し
た

が
、網
走
湖
畔
の
鶴
雅
リ
ゾ
ー
ト
ホ
テ
ル
の
オ

ホ
ー
ツ
ク
バ
イ
キ
ン
グ
で
美
味
し
い
物
を
食
べ
、

網
走
監
獄
博
物
館
を
見
学
し
て
き
ま
し
た
。

　

網
走
監
獄
で
は
、リ
ア
ル
な
人
形
に
子
供
が

泣
き
出
す
ハ
プ
ニ
ン
グ
も
あ
り
ま
し
た
が
、足
湯

に
つ
か
っ
た
り
、海
を
見
た
り
、有
名
な
ジ
ェ
ラ
ー

ト
を
頂
い
た
り
と
、日
頃
の
仕
事
や
子
育
て
か

ら
解
放
さ
れ
楽
し
い
時
間
を
過
ご
せ
ま
し
た
。

　

帰
り
道
で
は
サ
ロ
マ
湖
の
素
晴
ら
し
い
夕
日

を
眺
め
る
事
も
で
き
ま
し
た
。

　

今
回
参
加
で
き
な
か
っ
た
部
員
さ
ん
も
、こ
れ

か
ら
ま
だ
今
年
度
の
フ
レ
ッ
シ
ュ
ミ
ズ
の
活
動
が

あ
り
ま
す
の
で
、是
非
、次
は
参
加
し
て
み
て
下

さ
い
。
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今月のTopics



生育状況と出穂期について…

第2回　水稲青空教室を開催
　

上
川
町
も
ち
米
生
産
団
地
組
合
（
石

山
浩
幸
組
合
長
）
に
よ
る
第
２
回
水
稲

青
空
教
室
を
丸
山
籾
乾
利
用
組
合
（
東

雲
地
区
）
で
開
催
し
ま
し
た
。　

　

講
師
に
上
川
農
業
改
良
普
及
セ
ン

タ
ー
の
桂
川
普
及
員
を
迎
え
生
育
状
況

や
病
害
虫
対
策
と
出
穂
期
の
注
意
点
な

ど
に
つ
い
て
説
明
を
受
け
生
産
者
は
熱

心
に
耳
を
傾
け
て
い
ま
し
た
。
研
修
終

了
後
、
上
川
支
所
に
て
懇
親
会
も
行
い

ま
し
た
。

7/19
上川地区

　

愛
別
地
区
年
金
友
の
会
（
工
藤

秀
男
会
長
）
に
よ
る
日
帰
り
旅
行

が
会
員
50
名
の
参
加
で
開
催
し
ま

し
た
。

　

今
年
は
、
旭
川
市
の
『
北
鎮
記

念
館
』
を
見
学
、『
き
花
の
杜
』
で

休
憩
の
あ
と
、『
旅
亭 

雪
の
屋
』
で

会
食
と
カ
ラ
オ
ケ
大
会
を
楽
し
み
、

温
泉
で
ゆ
っ
く
り
と
疲
れ
を
癒
し

の
ん
び
り
時
間
を
過
ご
し
ま
し
た
。

帰
り
は
『
六
花
亭

　

神
楽
岡
店
』
に

立
ち
寄
り
、
手
土

産
を
両
手
一
杯
に

帰
町
し
ま
し
た
。

お肌もツルツル・手土産を両手一杯に…

年金友の会　親睦旅行を開催 年金友の会

7/4〜5　上川支部　
上
川
地
区
年
金
友
の
会（
長
江
洋
会
長
）

の
親
睦
旅
行
が
１
泊
２
日
の
日
程
で
美
唄

温
泉
ピ
パ
の
湯
ゆ
～
り
ん
館
で
会
員
13
名

の
参
加
に
よ
り
開
催
し
ま
し
た
。

　

ゆ
～
り
ん
館
は
空
知
管
内
随
一
の
名
所

「
東
明
公
園
」
に
隣
接
し
た
小
高
い
丘
に

あ
る
見
晴
ら
し
の
良
い
お
宿
で
す
。
肌
な

じ
み
の
良
い
と
ろ
み
湯
は｢

化
粧
水
の
よ

う｣

と
人
気
で
、
夜
に
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
さ

れ
る
青
の
洞
窟
温
泉
も
美
し
い
夜
景
と
と

も
に
幻
想
的
で
し
た
。

　

夜
の
宴
会
で
は
、
出
来
た
て
の
お
い
し

い
食
事
で
お
腹
も
い
っ
ぱ
い
に
な
り
、
食

後
に
は
カ
ラ
オ
ケ
と
抽
選
会
で
楽
し
い
ひ

と
時
を
過
ご
し
ま
し
た
。

7/19　愛別支部

今回参加できなかった会員の方も、次回の参加をお待ちしています !!
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わくわく農感塾（ JAｸﾞﾙｰﾌﾟ）バスツアー…

なめこ・舞茸の収穫体験と料理実習
　

今
年
２
回
目
と
な
る｢

わ
く
わ
く
農
感

塾｣

が
愛
別
町
サ
ン
ラ
イ
ズ
で
開
催
さ
れ

『
愛
別
な
め
こ
・
舞
茸
の
収
穫
体
験
と
調
理

実
習
』
を
行
い
ま
し
た
。

　

わ
く
わ
く
農
感
塾
は
、
Ｊ
Ａ
グ
ル
ー
プ

な
ら
で
は
の
農
業
体
験
企
画
で
平
成
19
年

か
ら
農
協
観
光
が
窓
口
と
な
り
全
道
各
地

で
年
間
約
20
回
開
催
さ
れ
る
人
気
の
バ
ス

ツ
ア
ー
で
す
。

　

当
日
の
バ
ス
ツ
ア
ー
は
募
集
30
名
に
対

し
て
応
募
39
名
と
今
回
も
満
員
御
礼
企
画

と
な
り
ま
し
た
。
ツ
ア
ー
は
札
幌
発
で
旅
行

代
金
お
ひ
と
り
様
３
，
５
０
０
円
、｢

鷹
栖

町
田
ん
ぼ
ア
ー
ト
見
学
と
旬
の
野
菜
の
収

穫
体
験｣

の
後
『
愛
別
な
め
こ
・
舞
茸
の

収
穫
体
験
と
料
理
実
習
』、
昼
食
に
は
サ
ン

8/10
食育教育

大豆は近年多発のマメシンクイガの防除を…

小麦・大豆地研修会を開催
　

小
麦
・
大
豆
の
現
地
研
修
会
を
蓑
嶋

克
也
さ
ん
（
豊
里
地
区
）
の
圃
場
で
開

催
し
ま
し
た
。

　

上
川
農
業
改
良
普
及
セ
ン
タ
ー
の
桑

原
専
門
普
及
指
導
員
よ
り
、
小
麦
に
つ

い
て
は
穂
水
分
測
定
に
お
け
る
収
穫

適
期
の
判
断
や
収
穫
直
前
の
準
備
に
つ

い
て
、
大
豆
に
つ
い
て
は
生
育
状
況
や

近
年
多
発
傾
向
に
あ
る
マ
メ
シ
ン
ク
イ

ガ
の
防
除
等
に
つ
い
て
説
明
を
い
た
だ

き
、
参
加
さ
れ
た
生
産
者
の
方
々
は
熱

心
に
耳
を
傾
け
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

7/13
愛別地区

ラ
イ
ズ
で
料
理
実
習
し
た
『
き
の
こ
ご
飯
・

な
め
こ
の
み
そ
汁
・
舞
茸
の
素
揚
げ
』
を
楽

し
む
ツ
ア
ー
内
容
で
、
夏
休
み
で
訪
れ
た

子
供
た
ち
も
笑
顔
で
楽
し
ん
で
い
ま
し
た
。

　

Ｊ
Ａ
で
は
今
年
３
回
目
の
開
催
も
予
定
、

他
に
も
漁
業
と
連
携
し
た
海
の
幸
を
楽
し

む
体
験
ツ
ア
ー
も
あ
り
ま
す
、
興
味
の
あ
る

方
は
農
協
観
光
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
（
農
感
塾
）

を
ご
覧
下
さ
い
。
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すろーライフ 2章

　タテのカギ↓

　ヨコのカギ→
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ナ ツ マ ツ リ

先月号の
答え

　去年の５月、連休を利用して道南の奥尻島を訪ねたことはこのコ－ナ－で
書いた。奥尻空港の２階で簡単な手続きをすると、駐車場には古い型のレン
タカ－が用意されていた。
　ひとりゆっくり奥尻島の外周を走った。今でも立寄った景勝地の素晴らし
い絵図が心に残る。その奥尻島では、６月３０日ム－ンライトマラソンが開
催された。去年島を訪ねた時も同様の競技会の案内ポスターに出会っていた。
今年で５回目を数えると言う。
　そのム－ンライトマラソンに出場する地元の保健婦の物語である。平成
５年７月１２日午後１０時１７分奥尻郡奥尻町北方沖で「南西沖地震」は
発生した。マグニチュ－ド 7・８推定震度６の日本海側観測史上最大の地震
であった。地震とその後の津波災害は死者２０２人行方不明者２８名に及んだ。当時の奥尻島の人口は
４７００人程だった。
　実は島に大地震大津波が発生した時、身重の女性がいた。危険を察知し、隣に住む女性も誘い車で必
死に避難した。しかしそれを追うように大津波が車を飲み込んだ。車はそのまま海に呑み込まれて行っ
た。女性は闇の海中で必死に、運転席側のガラス窓をこじ開け始めた。身重の事も忘れ、同乗の隣の女
性の手を力いっぱい引上げ、海面に辿り着いた。
　海面を漂う住宅の屋根を見つけた。必死にその屋根にへばり付くように身を任せた。闇で見えない隣
人の女性にも大きな声で「何かを掴んで海に浮かぶように」と叫んだ。
　遠くにイカ釣り漁船の明かりを見つけた。大津波を逃れて海に出ていた。女性は漁船を目掛けて叫ん
だ。『助けて』何度も続けた。
　やがてふたりはイカ釣り漁船に救助された。その後、壊滅的な被害を受けた奥尻島の一角で産声が聞
こえた。漁船に救い出された女性は無事出産を終えた。島の記憶に刻まれる平成５年生まれの女の子の
誕生だった。地域復興が進む中で発行された記念誌に、母親は九死に一生の記憶を克明に寄稿した。
　しかし母親になった彼女は、次第に社交性は薄れ外へ出ることもなくなって行った。大惨事の中での
誕生のドラマが理解できるようになった娘は、母の痛みを十二分に悟った。その母達を海上で救い上げ
たイカ釣り漁船の船長にも、自分の誕生を喜んでもらっている事が強く伝わった。母が避難時に誘った
隣の女性は、その娘をわが子のように見守った。札幌で看護学を学び資格を得た娘は、奥尻島の保健婦
として母の元に戻って来た。ム－ンライトマラソンへの出場資格は島外の人を優先した。島民はボラン
ティアを依頼されていた。しかし彼女が奥尻島へ戻った経緯も誕生のドラマも島民みんなが共有して
いた。練習を積んだ彼女は参加者に加えられ、６月３０日１７時にスタ－トするハ－フマラソン２１・
０９７キロに挑んだ。混濁の海の中を彷徨いながら耐え自分を産んでくれた母のために、暗闇の海上で
母達を見つけ船上に救い上げた船長のために奥尻島を力走した。
　母と一緒に助かった女性も暫らく伴走するほど興奮していた。イカ釣り船は霧の中、近海に停泊し明
かりを点け、船長は大漁旗を打ち振った。この日母親は沿道を避け遠くから彼女の力走を見て感激した
という。災害の復興は歳月の中でなし得ても、長い期間心的外傷に苦しむ人も多い。月の光の中をいろ
いろな想いで走った人がいた。イカ釣り漁船の船長も母親と海中で闘った隣の女性も、実はともに家族
を奥尻の海に喪っていたのだ。／『目撃！にっぽん』７月２２日を見て

「ムーンライトマラソン〜奥尻島の保健婦の物語」
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日本でいちばん大切にしたい会社…

上川地区農協常務参事協議会道外視察研修に参加
7/3～6
レポート

　上川地区農協常務・参事協議会で北陸方面（石川・富山）の視察研修に参加させていただきましたので、研修内容
について報告します。
　初日、集合場所である旭川空港に着くと、ＪＡひがしかわとＪＡ東旭川の参事が、地元で甚大な豪雨被害が発生したた
め急きょキャンセルとの知らせが入り、重苦しい雰囲気の中での出発となりました。

　初日の研修先は、石川県能美市の根上工業株式会社でした。北陸３県は、古くから
繊維産業が盛んで、合成繊維の開発に伴い、付帯する加工薬剤や染色加工の総合化が
進んだ地域です。当社は、それらを応用した樹脂コーティング剤など、最終商品の極一
部にしか使用されない「中間材」の製造販売会社で、特にＯＡ機器や歯科医療用ポリマー
などの国内シェアはトップクラスを誇ります。
　社長が語るところによると、社の販売に対するモットーは「安売りはしない」という姿
勢で、製品の原価基準ではなく最終製品価格を参考とする、例えば、１台２千万円のベ
ンツに使用する製品であれば、それに見合った価格で強気の営業をかけるということで、
技術力に対する自信がうかがえます。
　当社は平成２５年に、第３回「日本でいちばん大切にしたい会社」大賞を受賞しました。
この賞は、「人を幸せにする経営」を行う会社に対する顕彰制度で、「人」とは、従業
員とその家族、外注先や仕入先、顧客と地域社会、株主を指します。
　会社の発展は従業員の生活環境の向上に直結するという理念のもと、事業を通じた
人材育成と社会貢献を実践する、従業員９０人規模という少数精鋭の技術集団組織でし
た。
　２日目は、金沢市農業センターにおいて、資料をもとに金沢市農業の概要と金沢農業

大学校の取り組みを通じた担い手育成に関する説明を受けた後、センター内の試験圃場を視察しました。
　金沢市の平坦地域は水稲単作経営が中心ですが、海岸線の砂丘地域は地質を生かした県内最大の園芸産地で、伝
統的な加賀野菜の作付が盛んな地域です。加賀野菜は京野菜にも比肩する伝統野
菜ですが、平成９年にブランド化を促進するための認定制度を導入して以降、今日ま
でに昭和２０年以前から栽培されている１５品目を認定しています。
　また平成１８年、担い手の確保・育成と品種の維持・向上を目的として、センター
内に金沢農業大学校を開設しました。研修生は野菜の栽培技術を習得するための
講義や実習等を２年間研修します。これまで９９名の修了生のうち７４名が就農して
います。
　３日目の研修は、株式会社ウーケ富山入善工場でした。㈱神明１００％資本の無菌
パックごはん製造販売会社です。
　パックごはんの需要は、単身者や高齢者を中心に右肩上がりの伸びを示しており、
トップシェアの佐藤食品工業は、全農との資本提携を機に新工場の建設、増産計画
をもっています。当社も３ライン目を増設中で、視察時も工事が進められていました。
　当社の特徴は、黒部川扇状地湧水（名水１００選）利用の良質な炊飯水と、国際
認証規格（ＳＱＦ）取得のもと、安全性とクオリティを追求した品質とこだわりにあり
ます。また、工場の空調に海洋深層水を利用するとともに、温められた排水を隣接するカキの養殖場に供給するという、
エネルギー削減にも貢献しています。
　その他、「近江町市場」「やちや酒造」「ＪＡ加賀農産物直売所」等を視察させていただきましたが、冒頭で記したと
おり、７月２日夜半から３日未明にかけ、特に旭川市や東川町を襲った豪雨被害の状況は、現地においても全国ニュース

で報道され、視察先の方々からも心配や見舞いの言葉を頂戴す
る程でした。帰町して初めて知ったことですが、当地区において
も、河川の氾濫により一部の農地が被害に見舞われました。政
府は、西日本豪雨を含む全国の豪雨・暴風被害を激甚災害に指
定したとの報道はありましたが、本年産はもとより次年産以降の
営農に対する影響も大きいと思われ被災された農業者の心情は
察するに余りあります。
　この度の豪雨被害に見舞われた全ての農業者に対し心よりお
見舞い申し上げ、道外視察研修の報告とさせていただきます。
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（平成 30 年 7 月 20日現在）

総組合員数	 2,401 名

　正組合員数	 543 名

　　うち団体数	 35 団体

　准組合員数	 1,858 名

　　うち団体数	 64 団体

5
日　

北
海
道
１
５
０
年
記
念
式
典
（
札
幌
）

	
Ｊ
Ａ
女
性
部
フ
レ
ッ
シ
ュ
ミ
ズ

	

視
察
研
修
（
網
走
）

6
日　

Ｊ
Ａ
青
年
部
・
女
性
部
合
同
会
議
（
本
所
）

9
日　

第
23
回
上
川
農
業
試
験
場
公
開
デ
ー

10
日　

Ｊ
Ａ
女
性
部
・
フ
レ
ッ
シ
ュ
ミ
ズ
意
見
交

換
会
（
支
所
）

　
　
　

わ
く
わ
く
農
感
塾
バ
ス
ツ
ア
ー
（
札
幌
）

13
日　

愛
別
地
区
年
金
友
の
会
役
員
会

14
日　

第
25
回
あ
い
べ
つ
夏
祭
り

18
日　

コ
ー
プ
さ
っ
ぽ
ろ
産
直
交
流
会

20
日　

Ｊ
Ａ
女
性
部
愛
別
支
部
第
２
回
役
員
会
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日　

内
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査
（
～
21
日　

購
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）

21
日　

大
根
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取
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上
川
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）

22
日　

総
務
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融
専
門
委
員
会

24
日　

Ｏ
Ｂ
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愛
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部
第
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員
会

26
日　

第
41
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川
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里
ま
つ
り

27
日　

企
画
会
議

28
日　

農
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経
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対
策
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員
会

　
　
　

営
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経
済
専
門
委
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内
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審
査
協
議
会
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上
川
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ン
タ
ー
）

29
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別
町
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業
委
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会

30
日　

第
7
回
定
例
理
事
会
・
作
況
調
査

31
日　

愛
別
地
区
組
合
員
大
感
謝
祭

８
月

Ｊ
Ａ
の
あ
ゆ
み

組合員のうごき

Ｊ
Ａ
北
海
道
中
央
会

11
月
開
催
の
第
29
回
Ｊ
Ａ
北
海
道
大
会
に

向
け
て
組
合
員
の
声
を
反
映
さ
せ
る
た
め
、
9

月
末
を
期
限
と
す
る
組
織
討
議
を
実
施
し
ま
す
。

原
案
に
は
、
前
回
大
会
で
掲
げ
た
Ｊ
Ａ
グ
ル
ー

プ
の
将
来
ビ
ジ
ョ
ン
「
北
海
道
550
万
人
と
共
に

創
る
『
力
強
い
農
業
』
と
『
豊
か
な
魅
力
あ
る
農

村
』
の
実
現
」
に
向
け
て
、
農
業
所
得
増
大
や
サ

ポ
ー
タ
ー
550
万
人
づ
く
り
の
継
続
実
施
な
ど
を

盛
り
込
む
ほ
か
、
重
要
性
を
増
す
「
協
同
組
合
の

価
値
と
実
践
」
を
新
た
に
加
え
て
お
り
ま
す
。

ま
た
、
各
Ｊ
Ａ
に
お
け
る
組
織
討
議
に
加
え

て
、
組
合
員
の
皆
さ
ん
か
ら
直
接
ご
意
見
を
提
出

い
た
だ
け
る
よ
う
、
意
見
提
出
様
式
を
公
開
し
て

お
り
ま
す
の
で
、
ご
提
案
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願

い
申
し
上
げ
ま
す
。
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ＪＡグループの連合会・中央会の活動内容を紹介、各団体の詳しい内容はＷＥＢサイトをご覧ください。

Ｊ
Ａ
グ
ル
ー
プ
通
信
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今月の
　　朝食に…

　8月8日は一日快晴予報…広報誌の取材と役場との打合せで
上川町へ。始めに向かった役場での打合せが終わり、役場から出
ようとすると出口右横にある戸籍係で私の名前を呼ぶ人がいた
ので目をやると、農家さんと綺麗な女性が一緒に座っていました。
　ニヤニヤした顔を見て「入籍？」と聞くと…「今、入籍していま
す！」と満面の笑みをくれました。8月8日は「ハレの日」一日快晴
でした。　　　　　　　　　　　　　　担当　ベイマックス・Ｈ

８：３０～１２：００
日直で対応します。電話／６－５００４

農機センター　

休日営業のお知らせ

9月 24 日 （月 ・ 祝）


